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	製品名: PC-PLD2（リン酸化Tyr169）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab05221
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルコリンをホスファチジン酸とコリンに加水分解する反応を触媒する。この酵素の活性は、ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸およびADP-リボシル化因子-1によって増強される。このタンパク質は細胞膜の表層に局在し、細胞骨格の形成、細胞周期の制御、転写調節、および/または分泌調節に関与している可能性がある。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする 2 つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq 提供、2011 年 7 月],触媒活性:ホスファチジルコリン + H(2)O = コリン + ホスファチデート。,酵素調節:ホスファチジルイノシトール 4,5-ビスリン酸によって刺激され、ADP-リボシル化因子-1 (ARF-1) によって活性化されます。,機能:シグナル誘導性細胞骨格調節および/またはエンドサイトーシスに役割を果たす可能性があります。,オンライン情報:ホスホリパーゼ D エントリ,類似性:ホスホリパーゼ D ファミリーに属します。,類似性:1 つの PH ドメインを含みます。,類似性:1 つの PX (phox 相同) ドメインを含みます。,類似性:2 つの PLD ホスホジエステラーゼ ドメインを含みます。,サブユニット:EGFR と相互作用します (類似性による)。 PIP5K1Aと相互作用します。,組織特異性:普遍的,
	研究分野
	グリセロリン脂質代謝;エーテル脂質代謝;エンドサイトーシス;Fc ガンマ R を介した貪食;GnRH;
	画像データ
	

	PLD2（リン酸化Tyr169）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	PLD2（リン酸化Tyr169）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNF 20 ng/ml 30μgで処理したJurkat細胞のライセートをPLD2（リン酸化Tyr169）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

